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現在の東本願寺御影堂 

 

家
康
と
真
宗
（
東
本
願
寺
建
立
） 

  

三
河
一
向
一
揆
の
後
、
徳
川
家
康

は
遠
江
・
駿
河
の
平
定
へ
力
を
注
ぐ

よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
じ
頃
、
織
田

信
長
は
石
山
合
戦
と
い
わ
れ
る
大
坂

石
山
本
願
寺
と
の
10
年
に
も
お
よ

ぶ
戦
い
を
し
て
い
ま
し
た
。 

石
山
本
願
寺
は
蓮
如
上
人
（
第
８

代
）
の
時
代
に
築
か
れ
、
い
ま
の
大

阪
城
の
あ
た
り
に
大
き
な
寺
内
町
を

構
え
て
い
た
浄
土
真
宗
の
本
山
で
し

た
。 堀

を
め
ぐ
ら
し
た
城
の
よ
う
な
固

い
守
り
と
、
反
信
長
の
大
名
ら
の
支

援
も
あ
り
戦
い
は
膠
着
状
態
と
な

り
、
正
親
町
天
皇
の
仲
裁
に
よ
る
和

睦
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

す
。 

 
 

そ
の
と
き
に
本
願
寺
内
で
は
当
時

の
宗
主
で
あ
る
顕
如
上
人
（
第
11

代
）
を
主
と
し
た
和
睦
派
、
顕
如
上

人
の
長
男
・
教
如
上
人
を
主
と
し
た

抗
戦
派
に
分
裂
し
ま
す
。
抗
戦
派
は

本
願
寺
に
立
て
こ
も
り
ま
す
が
、
結

果
的
に
本
願
寺
は
敗
れ
、
教
如
上
人

も
逃
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

そ
の
後
、
本
能
寺
の
変
が
起
こ
り
、

豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
な
り
ま
す
。
秀

吉
と
本
願
寺
の
関
係
は
良
好
で
、
京

都
に
寺
を
再
興
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

ま
す
（
い
ま
の
西
本
願
寺
）。 

顕
如
上
人
滅
後
、
宗
主
を
教
如
上

人
と
し
ま
す
が
、
秀
吉
は
す
ぐ
に

弟
・
准
如
上
人
に
譲
る
よ
う
に
命
じ

ま
す
。
こ
れ
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

石
田
三
成
の
策
略
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

教
如
上
人
は
本
願
寺
を
追
わ
れ
各

地
を
転
々
と
し
ま
す
が
、
そ
の
と
き

に
石
田
三
成
と
対
立
す
る
家
康
と
親

交
を
深
め
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め

関
ケ
原
の
戦
い
で
は
家
康
側
を
後
方

支
援
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

関
ケ
原
の
戦
い
で
勝
利
し
た
家
康

は
、
石
田
三
成
側
に
つ
い
た
准
如
上

人
に
か
わ
り
本
願
寺
の
宗
主
の
座
を

教
如
上
人
に
再
び
継
が
せ
よ
う
と
し

ま
す
。
し
か
し
、
本
願
寺
の
内
部
は

准
如
上
人
派
と
教
如
上
人
派
に
完
全

に
二
分
し
て
お
り
、
家
臣
・
本
多
正

信
の
助
言
も
あ
り
家
康
は
教
如
上
人

に
寺
地
を
与
え
、
新
た
に
本
願
寺
を

作
ら
せ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
い
ま
の

東
本
願
寺
に
な
り
ま
す
。 

  

そ
の
背
景
に
は
、
三
河
一
向
一
揆

で
苦
い
思
い
の
あ
る
家
康
が
、
本
願

寺
が
統
一
し
て
力
を
持
つ
よ
り
、
こ

の
ま
ま
二
分
し
て
浄
土
真
宗
内
部
で

対
立
し
て
い
た
ほ
う
が
得
策
と
考
え

た
か
ら
で
し
ょ
う
。
し
か
し
近
年
、

教
如
上
人
の
ほ
う
が
独
立
を
望
み
家

康
に
寺
地
の
寄
進
の
願
い
を
申
し
出

た
と
い
う
書
状
が
見
つ
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

歴
史
の
真
相
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
東
本
願
寺
の
建
立
に
は
徳
川
家

康
が
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の

後
、
東
本
願
寺
は
幕
府
側
、
西
本
願

寺
は
朝
廷
側
と
し
て
そ
の
歴
史
の
歩

み
を
進
め
て
い
く
の
で
す
。 
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家
康
と
真
宗 

こ
ぼ
れ
話 

 

家
康
は
な
ぜ
東
本
願
寺
を
あ
の
地

に
建
て
た
の
か
？
真
偽
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
話
が
あ
り

ま
す
。 

秀
吉
が
亡
く
な
っ
た
後
、
京
都
の

東
・
阿
弥
陀
ケ
峰
に
豊
国
廟
（
墓
）
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
墓
と
西
本
願

寺
を
結
ぶ
線
上
に
は
秀
吉
建
立
の
大

仏
が
あ
っ
た
方
広
寺
が
あ
り
、
さ
ら
に

方
広
寺
と
西
本
願
寺
の
間
に
は
「
正
面

通
」
と
い
う
道
も
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
こ
の
道
を
通
っ
て
秀
吉
は
仏
の
ご

加
護
を
受
け
極
楽
へ
参
る
こ
と
を
表

し
、
ま
さ
に
秀
吉
の
権
威
の
象
徴
で
も

あ
っ
た
の
で
す
。 

 

そ
の
道
を
分
断
す
る
た
め
に
建
て

ら
れ
た
の
が
東
本
願
寺
。
現
在
も
「
正

面
通
」
は
あ
り
ま
す
が
、
地
図
を
見
る

と
東
本
願
寺
と
渉
成
園
で
分
断
さ
れ

て
い
ま
す
。 

信
じ
る
か
信
じ
な
い
か
は
あ
な
た

次
第
で
す
。 

 

  

○
３
月
８
日
に
は
春
の
お
彼
岸
・
永

代
経
法
要
を
お
つ
と
め
し
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た

が
、
本
堂
内
で
は
マ
ス
ク
着
用
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

○
今
年
の
お
彼
岸
は
18
日
（
土
）
か

ら
24
日
（
金
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

八
事
の
上
宮
寺
墓
地
の
お
墓
や
納
骨

塔
に
お
参
り
の
際
は
18
日
か
ら
21

日
ま
で
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

○
今
年
も
東
照
宮
舞
楽
祭
（
４
月
16

日
）
は
中
止
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
残
念
で
す
。 

 
○
い
よ
い
よ
今
月

25

日
か
ら
京

都
・
東
本
願
寺
に
て
慶
讃
（
き
ょ
う

さ
ん
）
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
す
。 

 

○
花
粉
症
の
人
に
は
辛
い
季
節
で

す
。
御
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

◆
行
事
案
内 

【
雑
感
】 

最
近
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
ス
ポ
ー

ツ
ニ
ュ
ー
ス
を
み
る
の
が
楽
し
み
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
は

順
調
な
キ
ャ
ン
プ
を
送
っ
た
よ
う

で
、
若
手
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
が
熾

烈
で
す
。
誰
が
開
幕
ス
タ
メ
ン
を
勝

ち
取
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
今
月

は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
が
あ
り
ま
す
。
史
上
最
強

と
い
わ
れ
る
侍
ジ
ャ
パ
ン
。
第
１
回
、

第
２
回
大
会
以
来
の
優
勝
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

か
ら
唯
一
選
ば
れ
た
高
橋
宏
投
手
の

活
躍
に
期
待
大
で
す
。
春
の
セ
ン
バ

ツ
高
校
野
球
も
あ
る
し
、
今
月
は
野

球
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
で
す
ね
。 

 
 
 

（
住
職
記
） 

 

３
月
８
日
（
水
） 

春
の
お
彼
岸
・
永
代
経
法
要 

 

時
間
：
午
前
10
時
～ 

 
 
 
 

法
要 

引
き
続
き 

法
話 

（
正
午
頃
終
了
予
定
） 

法
話
：
林 

祥
眞
師
（
一
宮
市
禮
讃
寺
） 

 

※
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
午
後
の
法
要
、
お
斎
、
呈
茶
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。 

※
軽
食
を
用
意
い
た
し
ま
す
。 

         

◆
話
題
あ
れ
こ
れ 

【
発
行
】 

真
宗
大
谷
派 

上 

宮 

寺 

昭
和
区
白
金
一
丁
目
十
九
番
十
五
号 

☏
０
５
２-

８
７
１-

０
５
４
７ 

宗
祖
親
鸞
聖
人 

御
誕
生
八
百
五
十
年
・ 

立
教
開
宗
八
百
年 

慶

讃

法

要 

（第
一
期
）
３
月
25
日
～
４
月
８
日 

（第
二
期
）
４
月
15
日
～
４
月
29
日 

京
都
・東
本
願
寺 


